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乗船者の声乗船者の声第41回JC青年の船

第40船 乗船者・企業様からの感動と感謝の声第40船 乗船者・企業様からの感動と感謝の声
「とうかい号」

 乗船前は、特にとうかい号ではこれをやろうとか具体的な目標
もなくただ不安だけを抱えて乗船の日を迎えたような状態でした。
しかし、乗船後はチームアワーや研修等を経て不安を拭える
だけでなく成長することができました。何より一歩踏み出す力の
大切さを肌で感じることができたことが一番為になったのでは
ないかと思います。
　JCの方々、会社の方々、今回の乗船にあたって携わって
いただいた関係者の方々には感謝の気持ちでいっぱいです。
本当にありがとうございました。

■ Aさん
　とうかい号乗船初日は、不安な気持ちのまま時間が過ぎ
ました。２日目から本格的な団体行動が始まり、体育祭、寄港地
活動、フェスティバルといった目標に、チーム全員で取り組む
中で、今までにない一体感を味わうことができました。9日間
という短い時間でしたが、集団の中で自分を活かす為の一歩を
踏み出し、成長することができたと思います。乗船にあたり
サポートして頂いた青年会議所や会社の方々、本当にありがとう
ございました。

■ Bさん

　この度、初めて弊社の社員を乗船者として、「とうかい号」へ
お預けさせていただきました。乗船前は、まだ会社へ入って
間もないということもあり、自ら社員同志の会話に入れない場面
を何度も見ることがありましたが、下船後は率先して会話をし、
場を和ます場面を多く、コミニュケーション能力、協調性を
養ってきたように思います。
　弊社の社員を育成していく上で、素晴らしい効果がありました。
今後も是非、社員研修の一環として、「とうかい号」を使用させて
いただきたいと存じます。

　ＪＣ青年の船「とうかい号」は過去４０年にわたり東海４県の２万名を越える青年に乗船していただき、日本最大の洋上研修船として
注目を集めて参りました。
　そしてこの度、第４１回ＪＣ青年の船「とうかい号」では８日間の洋上研修に加え、寄港地研修として国際交流を行い、異国の文化・
風習に触れ、これからの日本人に不可欠な国際感覚と創造性を磨く絶好の場となるでしょう。
　また、洋上での研修を経験することにより、未来を創るのは自分達なのだという認識を育て、企業、地域に必要とされる次世代の
リーダーとして自己研鑽に努めて頂きます。そして、８日間の研修で、その先に芽生える壮大な目標に向い、価値観の異なる乗船者と切磋
琢磨する事で、必ずや御社の未来を背負って立つ、無くてはならない逸材へと成長して頂きます。

■ A企業（I.S社） 会社担当者様
　弊社は３年前より、「とうかい号」にリーダーシップ研修として、
社員を乗船させていただいております。乗船した社員達は
それぞれ、自らを成長させようとする前向きな気持ちや、何か
問題や課題につまずきかけた時でも、何が何でも解決させる、
成功させるといった強い使命感を持って毎日の仕事を頑張って
おります。
　たった一週間で、これだけの効果を得られるのは「とうかい号」
だけではないでしょうか。「とうかい号」に出会えたことに感謝
をし、今後も社員研修の一環として、可能な限り乗船させたい
と思っております。

■ B企業（Y.M社） 会社担当者様

http://www.tokaigo.com

乗船者輩出をご検討されている担当者様へ

■第41回JC青年の船「とうかい号」事務局
　〒515－0019 三重県松阪市中央町324－4　第５三恵ビル2Ｆ
　TEL 0598－50－0025　FAX 0598－50－0035
　E-mail：office41@tokaigo.com

平日10:00～17:00 土・日・祝日休　日開局時間

■主催／公益社団法人  日本青年会議所 東海地区協議会
■主管／公益社団法人  日本青年会議所 東海地区 三重ブロック協議会
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団長

伊 　藤　　　 彰
一般社団法人　四日市青年会議所

　いま日本は、経済復興の兆しを見せるものの
期待感のみが先行し、依然として実体経済は
伴わず、さらには外交問題などからくる生命

への不安、そうした混沌とした時代にあります。しかし、いつの時も次代を
つくるのは我々青年世代であることに変わりありません。私たちは「明るい
豊かな社会の実現」のために青年としての責任を自覚しこれまで運動を
展開して参りました。１９７４年から４０年に亘り、脈々と受け継がれてきた
ＪＣ青年の船「とうかい号」は第４１回を迎える運びとなりました。これまで
積み上げてきた歴史と伝統、そして先人達の想いをしっかりと継承し、自覚と
責任と使命感をもち本年も構築して参ります。各企業や地域において、担い手
であるという意識の醸成と主体的に行動ができる青年を育むために、先達の
偉業や歴史を学び、国際交流を通して普段とは異なる視点から日本を見て、
日本固有の美徳や日本人であることの素晴らしさを再認識し、故郷や自国に
対する誇りを養う洋上研修を行います。この事業は多くの企業や地域の
皆さまからのお力添えなくしては成り立ちません。この事業の趣旨を何卒
ご理解いただき、将来を担う青年の育成にご協力をお願い申し上げます。

本部長

松 倉 久 登
公益社団法人　松阪青年会議所

　研修船であるＪＣ青年の船｢とうかい号｣は、多
くの方々のご支援とご協力のおかげをもちまし
て、今回で41回目を迎えます。40年間の経験と

実績を積み上げた研修内容を礎に、洋上研修ならではの密閉された空間での
活動と、寄港地の文化や風土の体験と国際交流を通じ、日常とは違う環境
だからこそ発見できる新たなる気づきと改めて再認識する気づきを得て
いただけます。これまで、24,000名以上の青年が乗船し、幾多の感動と共に
多くの気づきと人生の一生涯の同志を得て、それぞれの地域や企業で活躍を
されています。
　第41回ＪＣ青年の船｢とうかい号｣では、未来の創造～一歩踏み出す自身へ
の挑戦～をスローガンに、青年世代である乗船者に対し、若さと力溢れる
挑戦心で無限の可能性を見出すと共に、団体生活を通じて礼節を重んじ
他を盧る精神と、日本人としての自身の存在意義を見つめ直すことによって
地域や自国の文化に自信と誇りを持つこころを醸成していきます。
乗船中に努力の対価として得られる人生の仲間と素晴らしい気づきで人間力
の向上を図り、下船後には得た多くの気づきを地域社会に対して実践し
各地域の活性化の原動力となることを願い第41回ＪＣ青年の船｢とうかい号｣
は出航します。我々と共にまだ気づいていない自身の無限の可能性を
探しにいきましょう。皆様の乗船を心よりお待ち申し上げます。
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とうかい号の魅力

全航スケジュール

とうかい号の魅力

　「とうかい号」という研修船は、初めて出会った仲間達との出会いから始まる、数々の未知の経験や日々
繰り返される熱い語らいの中で、どんな苦難であってもたくましく乗り越えられる強さ、そして生きる強さを
培って頂きます。
　また、自分だけでは到底なし得ることの出来ない大きな夢であっても、支え合い助け合う経験を通じて、
次代への新しい一歩を踏み出す力が誰にでもあることを知っていただける研修船「とうかい号」にご期待
ください。
　船内での研修だけでなく、寄港地では異国の文化・風習に触れ、その国の青年との交流を通じ、この時
代の日本人に必要なものを感じて頂ける国際研修を通じて、自国への誇りを持ち、将来を創るのは自分
たちなのだという認識を持っていただき、自らの人生の夢の１ページに加えて頂きたい。そして、「とうかい
号」で出会う素晴らしい仲間達と切磋琢磨しながら過ごす情熱にあふれた時間、体験を通して、企業、地域
に必要とされる次世代のリーダーとして自己研鑽に努めて頂きたいと願っています。

名 称
主 催
主 管

費 用
チャーター 船
寄 港 地
航 海 日 程
参 加 資 格
 

募 集 人 員
参 加 申 込

申 込 締 切
　

必要書類提出期限
参加者の決定

参加費納入方法

第４１回ＪＣ青年の船「とうかい号」
公益社団法人日本青年会議所 東海地区協議会
公益社団法人日本青年会議所　東海地区
三重ブロック協議会
２65，０００円
ぱしふぃっくびいなす（２６，５１８トン）
サイパン
２０１４年６月8日（日）～２０１４年６月15日（日）
１.原則として、静岡、岐阜、愛知、三重各県の
年齢２０歳より３５歳までの男性、女性で、
各地青年会議所理事長に推薦される人。
（推薦資格については、各地青年会議所に
お問い合わせください。）

２.健康状態が良好で、軽い運動が含まれる
長期の団体行動に耐えうる人。
（特に心臓、胸部、精神性、伝染病疾患の
ない人）

３.青年として恥ずかしくない常識を備え、明朗
で協調性に富み、団体行動に適応しうる人。

（ア）団体の規律に従い、出航から帰港まで終始
団体行動を厳守しうる人。

（イ）今回の「とうかい号」の活動に関心を持ち、
帰港後その成果を積極的に生かしうる人。

（ウ）第４１回ＪＣ青年の船「とうかい号」オリエ
ンテーションに参加できる人。

４.公的秩序を乱すことのない容姿の人。
５.過去に「とうかい号」への乗船経験のない人。 
４１６人
参加希望者は下記の書類を添え、各地青年
会議所までお申込ください。
①参加申込書
②写真２枚（縦４．５×横３．５ｃｍ）
③誓約書・推薦書
④健康アンケート
⑤診断書
⑥パスポートのコピー（顔写真掲載のページ）
第１次　２０１４年１月３１日（金）
第２次　２０１４年２月２8日（金）
※但し、定員になり次第締め切らせて頂きます。
２０１４年２月２８日（金）
選考は第４１回ＪＣ青年の船「とうかい号」事務
局にて行います。
参加決定通知書は申込締切後、１５日以内に送
付します。
参加決定通知受理後、原則として、１週間以内に
お振込み下さい。


